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Abstract
　　Metaphor　is　a　way 　to　understand 　one 　thing　in　terms 　of　another （Lakoff＆ Johnson，

1980）．　 For

example
，
　when 　English　speakers 　say

“

we 　still　have　a　long　way 　to　go，
” they　understand 　life　as　a

journey：LIFE　IS　A　JOURNEY ．　 Since　English　speakers 　use 　metaphorical 　expressions 　in

everyday 　speech
，
　although 　they　may 　not　be　aware 　of 　them

，
　leaming　this　figurative　discourse　may

allow 　English　leamers　to　gain　a　deep　understanding 　of　English。　 The　purpose 　of 　this　study 　is　to

report 　how 　English　learners　raise　their　metaphorical 　awareness 　in　a　classroom 　context
，
　using

the　principles　developed　in　cognitive 　linguistics，　 The　participants　were 　27　Japanese　English

learners　who 　took　part　in　this　research 　project　as　part　of 　their　course 　requirements ．　They　were

instructed　to　collect　many 　examples 　of　metaphor 　in　everyday 　language仕om 　videos 　which 　they

chose
，
　and 　to　categorize 　all　the　collected 　expressions 　both　in　English　and 　their　Japanese

translation　based　on 　the　14　paradigms （e ．g．　IDEAS　ARE 　FOOD ；TH 】NK 】NG 　IS　MOVING 　etc ．）．

The 　results　suggest 　that　the　Iearners
’
awareness 　of　metaphor 　in　both　languages　was 　enhanced

through　writing 　papers ．　 They 　also 　become 　aware 　that　different　cu 正tures　construct 　different

metaphors ．　We 　suggest 　that　me 卿 horical　awareness 　helps　the　learners　promote 　cross −culturaI

understanding ．

Key 　Words
メ タ フ ァ

ー　発想の 違い 　認知言語学　異文化理解　授業研究

1 は じめ に

　本稿は ，異文化理解を主眼に 据 えた 英語授 業 の 実践報告 で ある 。 具体 的 に は
，

メ タ フ ァ

ー
表現 を とお して 学 習者 に 日英 語 の 発想 の 違 い を観察 させ ， その 文化的 な差 異 を意識化 さ

せ る こ とを 目標 に した 。 異文化理解 とは
．一

般 に ，実体 験に 基づ く学習 に 限定 され る こ とが

多い が
， 今回はそ れ を広 くと り

，
間接 的 にで あ れ異 な る 言語 を使 う人 々 の 世界の 捉 え方 を

理解 してい く過程を も含め る 。

　実際 の授 業 で は ，前半 で 学習者 に認知 意味 論 の い う 「概念メ タフ ァ
ー1 を具体例 とと も

に 学習 させ た 。 後半 で は学習者 に 英語 の 映画 を選ば せ ，台詞 に 出 て くる メ タ フ ァ
ー

表現 を

採集 ・分析 させ た 。 その 際 ，英語 の 台詞 だ け で な く日本 語の 翻訳に も注 目 させ
， 日英 語の

表現 の 違 い に触れ させ た 。 本 稿 は ， こ うい っ た授業の なか で 学習者が 日英語話者の 世 界の

捉え方 を どの よ うに発見 し， そ の 文化的 な差異 に気づ い て い っ た か を報告す る 。
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　以 下，簡単に 本稿の 概 略 を述べ る 。 まず，第 2 節で 認知 言語学 の メ タフ ァ
ー

理論 を概観

し ， 第 3 節で 授 業活動の 具体的 な方法 を提示 す る 。 次 に
， 第 4 節 で 学生 が 調査 した メ タ フ

ァ
ー表現の 分析結 果 を報告 し，最後に 第 5 節で 本稿 の 結論 を述べ る 。

2 メ タ フ ァ
ー

理 論

　 従 来の 伝統 的な枠組み で は， メ タ フ ァ
ー とは才能 の あ る

一一
部の 文筆家が 用 い る 修辞的 な

技法 と考え られ て きた 。 こ れ に対 して
， Lakoff＆ Johnson（1980）で は メ タ フ ァ

ー とは 人 間

の 言語 や 思 考 を根底 で 支 え る もの で あ り， 日常 言語 の あ らゆ る概 念 の 基 盤 に ある もの とさ

れ る
1

。 例 えば， こ こ で 用 い た
“

支え る
”

とい う表現 も もともとは建築の 言語で ，〈理論 は

建物 で ある 〉 と い っ た比喩 と して よ く用 い られ る 。 例 えば
，
This　theory　quickly　collapsed ．

（こ の 理論は もろ くも崩 れ去 っ た）， It　is　difficult　to　construct 　a　theory．（理論の 構築は 困難で

ある ），
This　theory　is　full　of 　holes．（こ の 理論 は穴 だ らけだ） とい っ た表現 の 背後に あるの

は理論をまる で 建造物の よ うに み なす とい うメ タ フ ァ
ー

で ある 。
こ の よ うに 認知意味論の

い うメ タフ ァ
ー とは ひ とが 抽象 的な状 況 を理 解す る と き に用 い る 理解の 枠組み とい っ て い

い だ ろ う。 もうす こ し具 体的 な事例か ら観察 してみ よ う。

　 こ こ で は 初期 の 理論を参考に 四 種類の メ タ フ ァ
ー

に つ い て 見て み た い
。

　 第
一

に
， 方 向 づ けの メ タ フ ァ

ー と呼 ば れ る 現 象が あ る 。 こ れ は 人 間が周 囲 の 状 況を上

下 ・前後 ・内外 ・中心 一周 辺 と い っ た空 間 的 な概 念 を用 い て 理 解す る こ とをい う。 例 え ば ，

1’

m 　feeling　up ／down 　today ．の よ うに
， 幸せ な 感情 は 上 （UP ） と して

， 悲 し い 感情 は F

（DOWN ） と して 概念化 され る傾 向が あ る 。 また ，　 The 　secret 　leaked　out ．や He 　kept　the

issue・in・the・dark．の よ うな場 合 も主体 に と っ て 見 え る領域 は容器 の外 に 現れ た もの
， 見 えな

い 領域 は 容器の 中 に 隠れ た もの と して 理解 され て い る 。

　 第二 に ，感覚 か ら認識 へ とい うメ タ フ ァ
ー を見 て み よ う。 こ れ は よ り低次 の 感 覚が よ り

高次 の 感覚や ， さ らに ， 感 覚や 知覚 の 表現 が認 識 の 領域 の 概 念 に 用 い られ る こ とを い う。

例 えば， sharp 　voice （鋭い 悲鳴）や warm 　color （暖か い 色）と い うと き
，

よ り低次 の 触覚

の 言葉で 聴覚や 視覚 など高次 の 感覚が 述べ られ て い る 。 また ，Ican’t　see 　what 　you　mean ．と

い う場 合 ， 「見 る 」 とい う知 覚表現で 「わ か る」 とい っ た 認識 の レ ベ ル の 内容 が 語 られ て

い る 。

　第 三 に ， 存在論 的メ タ フ ァ
ー とい う現 象 を見 て み よ う 。 こ れ は 行為や 出 来 事，感情や 考

え，時 間な ど実際 に は 目に見 えない 対 象 を まる で 目の 前 に あるモ ノ の よ うに表現す る こ と

をい う。 例 えば，That　mistake 　costs 　me 　a　lot　of　time ；we 　have　no 　more 　time　to　spend ．と い う

場合 は時問はお 金 と して 概念化 され て お り，
We 　cannot 　swallow 　his　idea；it　smells 飴 hy．の 場

合 は ア イデ ア は食 べ 物の よ うに み な され て い る 。 ま た ，Inflation　robbed 　her　of 　a　lot　of

pension．と い っ た場合 もイ ン フ レは強盗 と して か た られ て い る 。

　最後がそ れ 以外 の 狭義 の 概念 メ タ フ ァ
ー

で ある 。
こ れ は あ る領域 の 経験 を語 る と きに そ

れ とは べ つ の 具体 的な領域 の 概念 を
“
体系 的 に

tt

用 い る こ と をい う 。 例 えば
，
　 LIFE　IS　A

JOURNEY と い う概 念 メ タ フ ァ
ー

の 場合 ，旅 の 主人公 を旅行者 とす る と
， 援助 者は旅 の ガ

イ ドに （e．g．　You　are　the　shepherd 　of　my 　life．）， 人生 の 選択 は方 向 に （e 。g。　We 　are 　at　the

crossroad ．〉，人生 の 目的は到達地 に （e ．g．　Where 　are 　we 　heading　for〜）， また人生 の なか で 出

会 う困難 は 障害物 （e．g．　It
’
s　been　a　long

，
　bumpy 　road ．） と い っ た か た ちで

， 人生 の あ らゆ る

L

日本語 の 言語現象 も含め た比喩理解の 全体像 に関 して は 山梨 （1988）を参照。
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局面 が 旅の 言語 を用 い て 体系的に 喩 え られ る 。

　 な お ，最後 に ひ と つ 付 け 加 えて お くと，あ る意 味で すべ て の メ タ フ ァ
ー は狭義 の 概念 メ

タ フ ァ
ー とな りうる わ けで

， 先 に述べ た TIME 　IS　MONEY や IDEAS　ARE 　FOOD とい っ た

メ タ フ ァ
ー

もお 金や 食べ 物 に 関す る領域 の 概 念が 体系 的に 用 い られ る 場 合 ， ．こ れ ら は 狭義

の 概 念 メ タ フ ァ
ー となる 。 わ れ わ れ の 日常 的な認識 の 届 く範 囲は こ の レ ベ ル の 概 念 メ タ フ

ァ
ー

で あ り ， 学生 た ちの 採集 した メ タフ ァ
ー を見て も ，

こ う い っ た体系化 され た概 念 メ タ

フ ァ
ーか らの 引用 が 多い こ とに 気 づ く。 現在 の メ タ フ ァ

ー
論 で は

，
こ うい っ た狭義 の 概 念

メ タ フ ァ
ーに対 して 前者三 つ の メ タ フ ァ

ーは よ り根源的 と い う意味で プ ラ イ マ リー ・メ タ

フ ァ
ー と呼ば れ て い る （Lakoff＆ Johnson， 1999，

　p．49）。

　以上 ， 認知意味論で 提案され た メ タ フ ァ
ーを概観 した が ，

こ れ らの メ タ フ ァ
ーの な か に

は文化 や 言語 に依 存 しな い 普遍的 なメ タ フ ァ
ー もあれ ば

， あ る文化 や言 語 に特化 した メ タ

フ ァ
ー とい っ た もの もあ る 。 身体的 な図式 に 関 す る上 下 や 容器の メ タ フ ァ

ーは基 本 的に 普

遍的 な もの と して 用 い られ るが
， 概念 メ タ フ ァ

ー
や 存在論 的 メ タ フ ァ

ーは 文化的 な影響 を

受け る傾 向があ る 。

　例 え ば，人生 に 関す る概念メ タフ ァ
ー

の なか で ，LIFE　Is　A　JoURNEY や ALIFETIME 　Is

ADAY とい っ た もの はお そ ら く普遍的に 理解され る で あろ うが
，
　 LIFE 　IS　A 　GAME や LIFE

IS　THEATER ，　 LIFE　IS　SPORTS に なる と，そ の 社 会や 文化で どん なゲ ーム や ス ポ ー
ツ ，劇

が盛 ん で あ る か と い っ た文化的な影響 を受 け る 。 例 えば
， 米 国で は ス ポ

ー
ツ と い えば野 球

で あ り， 野 球をも とに した メ タ フ ァ
ーが 数多 く用 い られ る 。

　 また ，存在論 的 な メ タ フ ァ
ー も文化 的な影響 を受 ける 傾向 に あ る 。

こ れ は意外 な感 じが

する か も しれ な い が ， 英語 の ほ うが 日本 語 よ りも存在論的 なメ タフ ァ
ーが 発達 して い る 。

例 え ば
，
The 　war 　destroyed　the　entire 　city ．（戦争で 町が す べ て 破壊 され た） とい っ た表 現は

英語 で は 自然で あ るが ， こ れ を 日本語 に直訳 す る とか な り奇妙で ある 。 こ れ は 日本の 英語

学 にお い て 古 くか ら無生 物主 語や 名詞構 文 と い っ た 現象 と して 議論され て きた問題 に つ な

が る （江川 ， 1991，
　p．　25）G

　 こ の あた りの 現象 を い か に 分析 す るか は現在 の 認知言語 学 の なか で もま だ定説 が な い
。

しか し ，
こ れ は英語の 発想 と 日本語の 発想 の 根幹 に 関 わ る 点で あ り， 今 後 メ タフ ァ

ー
論 と

の 関連 も含め こ れ らの 現 象が ま と め られ る こ とが期待 され て い る 。

　現時点 で い うな らば
，

こ の 点 を最 も体 系的に議論 したの は池上 の 『「す る」 と 「なる」 の

言語学』で あろ う　（池 上 ， 1981）。 池上 に よ る と
， 英語 は まず行為者を確定 し，そ れ が ど の

よ うな事象 をもた ら した か と い っ た 「す る 」 の 論理 で 表現 す る の に対 して
， 日本 語 は 出来

事 を 自然 の 成 り行 きの なか で 移 り変 わ る とい っ た 「な る」 の 論理 で 語 る傾 向が あ る とい う

もの で あ る
U

。

　こ の よ うに 考え る と
， 無生物主語や 名詞 構文 とい っ た現 象 もこ うい っ た事態の 概 念化の

しか たの 現わ れ と して 説明 され る 。 「戦争が 町全 体 を破壊 した」 とい っ た表現が 日本語 で不

自然に響 くの は 戦 争を ま る で 行為者 と して 語る 「する 」言語の 発想が 日本語 に な じ まな い

か らで ある と い え る 。
こ うい っ た 言語の 対立 を メ タ フ ァ

ー論 と して 展 開する な らば，英語

は 周 囲で 起 こ る 出来事 を 〈人 間の 行 為 〉 に 写 像す る の に 対 して ， 日本語 は そ れ を 〈自然の

推移〉 に写像する 傾向が ある と して まとめ られ る か もしれ ない 。

　以 上 ，言語表現 は メ タ フ ァ
ー を も とに 構造化 され て い る こ と，そ して ，その メ タフ ァ

ー

lL

同様 に
， 日英語 の 発想 の 違 い に言及 し た 興味深 い 論考 と して Hinds （1986）

， 池上 （2006）が あ る 。
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は 言語 普遍 的な もの ば か りで な く， 社 会や 文化 の 影響 を受 け て 構成 され て い る こ とを見て

き た 。 こ う い っ た言語 と文化の 関係 は言語 学で
“
言語 は思考 を反映す る （さ ら に ，思考 は

言語 に よ っ て 形成 され る） とい う仮説と なっ て お り （サ ピア ・ウ ォ
ー フ の 仮説）， 最近 の メ

タ フ ァ
ー
研 究で は こ の 仮説 を検証 する 試 み も始 ま っ て い る （K6vecses，

2005）。

　こ うい っ た 仮説 が どの 程 度 まで 信頼 で きる か は 今後 の 課 題で ある が ，少な くと も言語 に

は 文化 的 な もの の 捉 え方が 反映 され て い る こ と は 確 か で あ ろ う。 今 回の 試み は英語 の メ タ

フ ァ
ーを通 して 学習者が 文化的 な思考バ タ ン に気づ き，で きれ ば 英語圏 の 異文化 の もの の

見 方 を身に つ け る こ と ， また ， 英諸 圏の 発想 と と もに 自文化の もの の 見 方 を も考 える き っ

か け とす る こ と を 目標 に据 えた 。

3 授業活動

　こ の 節で は，上 記に 挙げた 目標 を達成す べ くどの よ うに授業を展 開 した か
，

また
， 学生

が どの ように 日英語話者の 世界 の 捉 え方 の 違 い に気づ くに 至 っ た か に つ い て 述 べ る 。

3．1 調査 参加 者

　参加者 は 関 西 にある大学の 4 年生 27 名で ある 。 学生 は必 修科 目に用 意 されて い る講義の

な か か ら各 自の 希望 を決 め履修 し， 4 年 間の 英語学習 の 総仕上 げ と して 担 当者が 指定 した

分野 内で 学生 個人が 決定 した テ
ー

マ に つ い て
， 英文 エ ッ セ イ （5 か ら 10 ペ

ー
ジ 〉を書 き上

げる こ とが要求 され る 。 参考 に 講義概要 を以 下 に 挙 げ る 。

講義概 要 ：

「恋 に 落 ち る 」 を
“

fall　in　love
”

と翻訳す る こ とが 多い で すが 、 「穴」に 落ち る こ とは

あ っ て も 、 文字通 り 「恋Aove」に 落ち る こ とはあ りませ ん 、， 朝食 に よ くで て くる 「目

玉焼 き」
“

sunny −side　up 　eggs
”

も、「本当の 目玉 を フ ラ イパ ン で 焼 い た もの 」を指 して

は い ませ ん 。 日本語 で は 黄 身が 「目玉 」 に 、 英 語 で は 黄身が 「太 陽」 に　
“

見立 て
”

られ て い る わ けで す 。 こ の よ うな見立 て を メ タ フ ァ
ー とい い ます 。 こ れ らの 例 か ら分

か る よ うに、 メ タフ ァ
ーは、文 学作品 に で て くる よ うな特別 な表現 で は な く、 言語活

動か ら思 考や 行動 に い た る ま で 、 私た ちの 毎 日 の 生 活 に深 く浸透 して い ます 。 本授業

で は 、 こ の よ うなメ タ フ ァ
ーの と らえ方か ら、英語 の 語彙 や表現 を支 えて い る考 え方、

英語話者が 当た り前の よ うに受 け入れ て い る 世界の と らえ方 に つ い て 学習 し、普段私

た ちが何気 な く使 っ て い る 言葉の 成 り立 ちや 、理解 の 仕方 に つ い て学び ます 。

3．2 教材

　授業で 使用 した教材 は Speaking　metaphorically で あ る 。 こ れ は Lakoff　and 　Johnson（1980）
の メ タ フ ァ

ー
論 に基づ い て 書 かれ た エ ッ セ イで ，各課 に異 な る概 念メ タ フ ァ

ーが 取 り上 げ

られ て い る （付録 1 参照）。 上 記 に 挙 げた 4 種類 の 分類 との 関係 か ら述べ る と，方向づ けの

メ タフ ァ
ー

に は
，
Chap．3 の TIME 　IS　SPACE と STATES 　ARE 　LOCATION ，　 Chap．11 の A

ZONE 　OF　INTERACTION とい っ た もの が こ こ の カ テ ゴ リ
ー

に 分類 さ れ る 。 感覚か ら認 識

へ とい うメ タ フ ァ
ー

に は
， Chap．2 の THINKING 　IS　MOVING や Chap ．4 の KNOWING 　IS

SEEINGS
，
　 Chap．5 の SEEING 　IS　TOUCHING とい っ た もの が ， 存在論的メ タフ ァ

ー
に は，

Chap．1 の TIME 　IS　MONEY や Chap．9 の IDEAS　ARE 　OBJECT ，　 Chap ．10 の IDEAS 　ARE
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FOOD とい っ た もの が ， 狭義 の 概念 メ タ フ ァ
ー

に は
，
　 Chap ．6 の LIFE　Is　A　JOURNEYや

Chap．8 の LOVE 　IS　A 　JOURNEY，　 Chap　14．の MORALITY 　IS　ACCOUNT 】NG と い っ た メ タ フ

ァ
ーが 分類 され る 。

3．3 授 業 の 進 め方

　授業 で は前期 か ら後期 の 半 ば に か けて 教材 に 沿 っ て 毎回異 なる概 念 メ タ フ ァ
ー を学習 さ

せ た 。 そ の 後 ，
い くつ か の テ ク ス ト （例 えば

，
Martin　Luther　Kingに よ るス ピー

チ
“
l　have

adream
”

の 書 きお こ しな ど）か らメ タ フ ァ
ー表現 を探 す課題 をお こ な っ た くタ ス ク 1）。

そ の 際 ， 学習者に は 概 念メ タ フ ァ
ー に基 づ く表現 を分 類 させ

， 背後に あ る見立 て を記述 す

る よ う指示 した
itiD

後期 の 後半 か ら は学 習 者 に 日英語 の 発 想 の 違 い に焦点 をあ て た英 文 エ

ッ セ イ を書 くように指 示 した （タ ス ク 2）。

3．4 タス ク

　 タ ス ク 1 で は英語の 言語形式 へ の 気づ き （awareness ） を うなが し （Schmidt，
1990

，
1995；

Robinson
，
1995 な ど），普段何気な く使 っ て い る こ とば の 仕組み を理解 させ た 。 そ の 際 ，

タ

ス ク を通 して こ とば に つ い て 学ぶ こ との 楽 しさが感 じられ る よ うな学習 を 目指 した 。

　以下 は その例 で （表 1参照）， 学習者には次の よ うに指示 した 。 まず概念メ タ フ ァ
ーに基

づ く表現 に 下線 を入れ る こ と
， 次 に どの 概 念 メ タフ ァ

ーが 使 用 され て い る か を同定す る こ

と，最後 にそ れ らが どの よ うに理解 され るか を説明する こ と を求め た 。 また， こ の と き各

自で 書 き出 した メ タ フ ァ
ーを持 ち寄 っ て 話 し合 わせ ，情報 を共有 しあ うこ とで 自分で は 気

づ か なか っ た メ タ フ ァ
ー表現 に つ い て も学習 させ た 。

ス ピー
チ の 書 き起 こ しの 一

部 ：

Isay　to　you　today　my 　friends− so 　even 　though 　we 　face　the　difficulties　of 　today　and 　tomorrow
，
　I

still　have　a　dream．　It　is　a　dream　deeply　rooted 　in　the　American　dream．
Ihave　a　dream　that　one 　day　this　nation 　will　rise　up 　and 　live　out 　the　true　meaning 　of　its　creed ：

“We 　hold　these　truths　to　be　self −evident
，
　that　all　men 　are 　created 　equal ．

”

表 1　 分類例

表現 概念 メ タ フ ァ
ー 理解の 仕方

face　thedifficultiesLIFE 正S　A 　JOURNEY 「旅 で 出会 う障害」 を 「人生 に お ける障害」 と

見立 て る

have　a　dream IDEAS 　ARE 　OBJECTS 「夢」を 「具象物」 と見立て る

adream 　rootedIDEAS 　ARE 　PLANTS 「夢」を 「植物 」と見立 て る

nation 　rise 　upNATION 　IS　A 　PERSON 「国家」を 「人」 と見立 て る

nation 　live　outNATION 　IS　A　PERSON 「国家」を 「人」 と見立 て る

　 タス ク 2 で は ， 各自が選 ん だ映画 の せ りふ （英語 とそ の 日本語 訳）
即

か ら ， 20 個 の メ タ フ

ァ
ー

表現 を抽出 ・分 類 し， 日英 語の 発想 の 違 い に焦点 をあ て て分 析 させ た 。 そ の 際， 日英

語 と もに 同 じ概念 メ タ フ ァ
ー

に 基づ く表現 ， 日英語 ど ち ら か の み 概念 メ タ フ ァ
ー

に 基づ く

i’1
書 き方 は 瀬戸 （1995）を参考に し た 。
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表現 ， 日英語 で 異 な る概 念 メ タ フ ァ
ー

に 基づ く表現 に 分類 する よ う指示 を出 した 。 また
，

日本語 で
，

こ の 課題 を通 して 学 ん だこ と
， 思 っ た こ と もあ わ せ て記述す る よ うに指示 した 。

4 結果

　以 f に， タス ク 2 の 結果 を学生 の 感想 （4．1），
メ タ フ ァ

ー
の 分類 （4．2）， 学 生 が学 ん だ こ

と （4．3）の lll頁に 述べ る 。

4．1　 学生 の 感想 の 分 類

　学生の 感想 を大 き くま とめ る と，以 下の 5 つ の タ イプ に分類 され る 。

  学習 に 対す る 自己変容
・最 初 は難 し くて なか なか 理解 で きず に 苦闘 した が ， だ ん だ ん 理解 で きて きて 楽 し くな

　 っ た 。

・抽象 的 な概念 を具体 的な事 物 に 置 き換 えて 考 える とい うこ とが 雲 を つ か む よ うで
，

理 解

　に苦 しん だ 。 私 は 言葉 を言葉 と しか 考えて お らず，そ れ に 何の 疑 問 も持 たず に生 きて き

　た 。
こ の 授業 の 機 会が なけれ ば

，

一
生 そ う して い ただ ろ う 。 こ の レ ポ ー トをす る こ とに

　 よ っ て 理解 に苦 しん だ メ タ フ ァ
ーの 面 白さを理 解で きた よ うに思 う 。

・
メ タフ ァ

ー とい う存在す ら知 ら な くて ，最初の 頃は何が何 なの か全 く理解 で きなか っ た 。

　 しか し こ の
一

年 を通 して メ タ フ ァ
ー

表現が 身近 に溢 れ て い て
， 世界をよ り理 解 しや す く

　す る た め の 方法で あ る こ と を学 ん だ 。

・理 解 して い る つ も りで も実 際 に 自力で 探 そ うとす る と難 し く， そ れ だ け私 た ち の 生 活 の

　中で 気づ か ずに 自然に メ タ フ ァ
ー を使 っ て い て

， 私 た ち の 生 活 に 溶 けこ ん で い る の だ と

　い うこ とが 分か っ た 。

  発見 ・気づ き

・日常生 活 で
，

こ ん な に も多 くの メ タ フ ァ
ー を無 意識 に 使 っ て い た こ とに 驚い た 。

・ 「作 戦 を盗 む」 な どの 表現 を見 て も， なに も不思議 と感 じて い なか っ た が ， あ らた め て

　考え て み る と とて も面 白い 表現だ と思 っ た
。

・メ タ フ ァ
ー

と思 わ れ る表現が 出 て きて も，そ れ は学 ん だ メ タ フ ァ
ー

の どれ に も当 た らな

　い 場合が 多か っ た 。

・メ タ フ ァ
ー に は色 々 な種類が あ る が

，
どれ も抽象的 な もの を よ り具体的な もの に 置 き換

　 え る とい う概念 は 同 じで
， そ こ に ， 人 間が物 事 をわか りや す くす る た め に勝手 に頭 の 中

　で そ の よ うな操作 を して い る とい う事実 が あ り， 大変 面白み を感 じた 。

・
誰 か ら教 えられ た わ けで もな く，

メ タ フ ァ
ー

を理 解する 能力を持 っ て い る 自分 ， 人 間 っ

　 て す ごい なあ と思 っ た 。

・メ タ フ ァ
ーは完全 に 人間 だ けに よ っ て 生み 出 され た表現 なの で ， だか ら こ そ人間の 見 え

　 ない 部分 を よ く映 して くれ る もの で は な い か と思 っ た 。

Lv
学生が分 析 に使用 した映画 ：Aladdin，　Alice　In　Wonderland，

　Bridget　Johnes’s　Diary，　Catch　Me 　If　YQu　Can，
Chocolat，　City　of 　Angels，　Down 　With　Love，　Eternal　Sunshine　of　the　Spotless　Mind，　Finding　Nemo ，

　Home 　Alone，
In　Her　Shoes，　Kate ＆ Leopold，　Legally　Blonde　2，　Lion　King，　McQ ，　Mission　Impossible，　Mr ，＆ Mrs．　Smith，
Pirates　of　the　Caribbean，　Romeo 　and 　Juliet，

　Shrek
，
　Sleeping　Beauty，　The　How1’s　Moving　Castle，　The　Matrix

，

The　Nightmare　Before　Christmas，　The　Notebook ，　The　Sweetest　Thing，　There’s　Something　About　Mary，
　What

Women 　Want ，　Working 　Girl
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  表現 にお ける相違点 と共 通 点
・日本語 に な い 英語 な ら で は の メ タ フ ァ

ー
表現 例 えば

，

’
Never　burn　bridge

”

「後 々 の こ

　 とを考 えて お くの よ」 を知 る こ とは ，新 しい 世界を知 っ た よ うで す ご く新鮮だ っ た 。

・言葉 は違 っ て い て も， 物 に 対 する 概念は 共通だ と い うこ と に感動 した 。

・英語 で も日本語で もメ タ フ ァ
ーが言語 に 根付い て い る とい うこ と に面 白さ を感 じた 。

・人 が 感 じる 思 い や 感覚 は国境 を越 え て 同 じなの だ と思 っ た 。

・
夢 中で あ る こ とを ， 目が くっ つ くとい う考え方 を元 に

“
take　one

’

s　eyes 　off
”

「目が離せ な

　 い 」 と表現す る こ とに は驚か され た 。 言語が 異な っ て い る に もかか わ らず ， 目が くっ つ

　 くだ なん て い う と っ ぴ な考え方が 共通 して い るの は 大 変面 白い こ とで あ る と思 っ た。

  英語 の 勉強
・英語 と 日本語 とで は似 て い て も完全 に メ タ フ ァ

ーが 一
致 す る こ とは少 なか っ た の で

， あ

　 らた め て 日本人 が英語 を話す難 しさ を思 い 知 ら され た 。

・様 々 なメ タ フ ァ
ーを学 ん で

， 英語 に つ い て だ けで は な く生 まれ て 初 め て 日本語 に つ い て

　 も考えた 。

・一
番研究 した か っ た前置詞 に つ い て 調 べ る こ とが で き ， 中学校 で 習 っ た と きは ，ただ 単

　に 前置詞 の 意味 を覚 え る だ けだ っ た が
， 今 は イ メ

ー ジ で 捉 える こ とが で きる よ うに な

　 っ た 。

・in
，
　up

，
　out な ど何気 な く使 っ て い た単語 だが ，

一
つ

一
つ 使 わ れ方 を見て い くと，言葉の

　向こ う側 に伝えた い 思 い まで もが理解で きる 。

・人気の ある ス ポ ー
ツ か ら言 葉 を引 っ 張 っ て きて 普通 に 会話 の 中で 使 っ て い る な んて とて

　 も洒落て い る と思 う。

・メ タ フ ァ
ーが 何 な の か知 らな くて も生 きて い く上 で支障は な い が

， 言葉の 表現の 豊か さ

　 を知 り， 自分 自身の 言葉や 表現 も豊か にす る こ とが で きる と思 う。

・メ タ フ ァ
ー を使 っ た英 語の 表現 をた くさん 学 び ，

コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を取 る際 に 活用で

　 きれば い い と思 っ た
。

・い つ か ら今の よ うに多 くの ゲ ーム 用 語が 日常会話で 使 わ れ る よ うに な っ た の か ，そ の 成

　 り立 ちが気に な っ た 。

  異文化理解

・他 国の 言語 を話す た め に は ， そ の 国の 文化 もし っ か りと学ぶ 必 要 が あ る こ と も ，
メ タ フ

　 ァ
ー

の 勉 強を通 して 気が つ い た 。

・メ タフ ァ
ーは こ ん な に も日常 生活 で 頻繁 に使 わ れ て い る の に

， 今 まで 注 目 した こ とは な

　か っ た 。

一
つ

一
つ に 目を向け る と とて も奥が深 く， 言 語 と文化 と人間の 強い 結び つ きを

　 再 認識 した 。

・日本語 と英語で は 同 じ意味だけ ど違 うメ タ フ ァ
ー を使 っ て い て， そ の メ タフ ァ

ー を見れ

　ば そ れ ぞ れの 国 の 文化 も理解で きる と い う発見が今回の 課題の 中で
一

番興味深 か っ た 。

・
野 球の 表現が 野 球文化の 盛 ん なアメ リ カ で 多 くみ られ る よ うに

， そ の 国独 自の 文化 もメ

　 タ フ ァ
ー

に はか な り反映 され て い る とい うこ とを実感 した 。

以 上 の 感想か ら，学習 者が メ タ フ ァ
ー を理 解する まで に か な りの 時間 を要 した こ と

，
し
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か し同時 に 格 闘 しなが ら も，達成感 を持 っ て 課題 を成 し遂げた こ とが読 み取 れ る 、 また ，

英語の 表現 の 単な る採 集 だ けで な く，そ の 基底 に ある 概 念 メ タ フ ァ
ーの 存在か ら

， 人 間 と

は な にか とい っ た問 題 に まで 考察を進 め る とい っ た成 長 を遂げ て い る こ と も読み取 れ る 。

　 また ， 学生 の な か に は 日英 語 の 表現 比 較 を通 して ， 言語 に 国境 を越 え た 共 通 性 が み られ

る こ とに 気づ い た者 もい た 。 巻下 ・瀬戸 （1997， p．99）は ， まな ざしが 同 じで あ る と き，あ

る 種の メ タ フ ァ
ーは 日英 語間で 緊密 な対応 を なす と述べ て お り，

こ の タ ス ク が 日英語の 相

違点だ け で な く共通 点の 学習 に も役立 っ て い る こ と が わ か る。 さ らに ， メ タ フ ァ
ー を言葉

の 意味 を規定す る 根源 的 な もの と理解 し，体系 的 な学習 の 必 要性 に気づ き， ま た，様 々 な

表現や 語源， 日本語に対 して も興味 を持つ よ うに な っ た こ とな どは注 目する に値す る 。 言

語表現 と文化 との 密接 な関係 に 気づ い た学生 も多 くい た こ と も興 味深 い
。

4．2　 14 の メ タ フ ァ
ー v

　学生 の レ ポー トか ら
， 各概 念 メ タ フ ァ

ーの 例 を挙げる 。

1TIME 　IS　MONEY
・You　are 　wasting 　my 　time．時 間の 無駄 だ 。 （Finding　Nemo ）
・So　we 　don ’t　waste 　our 　time ． そ うす れ ば 俺 た ち は 時 間 を無駄 に しな くて す む 。 （The

　Sweetest　Thing）

2THIKING 　IS　MOVING
・We 　could 　go　over 　some 　wedding 　details．結婚式の 相談 もある 。 （Legacy　Blonde　2）
・Ihadn ’t　got　over 　you．僕が 君 を引きず っ て い る の に気づ い た ん だ 。 （Bridget

’

s　Johnes’s
　Diary）

3　 TIME 　IS　SPACEISTATES 　ARE 　LOCATIONS
・Oh

，
　if　l　hurry　back　l　might 　even 　be　home 　in　time 　for　tea！急 げば お茶の 時 間 に間 に 合 うか も

　 しれ ない 。 （Alice　in　Wonderland）
・
　We 　could 　get　in　big　trouble．な に か悪 い こ とが お きそ うだ

。 （The　Lion　King）

4KNOWING 　IS　SEEING
・Let　me 　get　this　straight ．話が 見 えな い

。 （The　Lion　King）
・Why 　can

’t　you　see 　l　love　you ？ 分 か る で し ょ う 。 愛 して い る の 。 （Bridget　Johnes’

sDiary ）

5SEEING 　IS　TOUCHING
・
　Eye　on 　the　package．標 的か ら 目 を離す な 。 （Catch　Me 　lf　You 　Can）
・Icould　not　take　my 　eyes（offyou ．君 か ら 目が離 せ なか っ た 。 （In　Her　Shoes）

6LIFE 　Is　A 　JouRNEY
・So　whenever 　you 　feel　alone

，　just　remember 　that　those　kings　Will　always 　be　there　to　guide　you

v

学生 は 20 種類 の メ タ フ ァ
ーを学 習 した が （付録 1 参照 ），新 聞記 事な ど に 出現 し や す い Chap ．16 か ら

Chap．20 の メ タ フ ァ
ー

は省 い た。また，　 Chap．3 の STATES 　ARE 　LOCATIONS と Chap．11 の AZONE 　OF
INTERACTION は概念的に似通 っ て い る た め 今回 は 同 じもの と して 扱 っ た 。
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お前が 独 りに なっ た と きは 王 た ちが 空か ら導 い て くれ る だ ろ う。 （The 　Lion　King＞
・　That

’
s　not　gonna 　work

，
　Scar．1’

ve 　put　it　behind　me ，その 手 に は 乗 らな い そ 。 過去 は乗 り越

　え た 。 （The　Lion　King）

7ALIFETIME 　IS　A 　DAY
・
　We 　shall 　rise　to　greet　the　dαω ning 　of　a　new 　era ．新 しい 時代の 夜明 け に 向けて 突 き進 む の

　だ 。 （The　Lion　King）
・One 　day　Simba　the　sun 　wil1　set　on 　my 　time　here　and 　will　rise 　with 　you　as　a　the　new 　king．や が

　て私 の 時代 に も終 わ りが 訪 れ
，

お前が 王国 を引 き継 ぐ。 （The 　Lion　King）

8LIFE 　IS　A 　GAME
・This　is　the　last　time　l　can 　help　you ．　Four　strikes

，
　you

’
re 　out ．面倒 を見 て あげ られ るの は こ

　れ が最後よ，4 回 目はア ウ トよ 。 （Working　Girl）
・the　players　may 　have　changed ，　but伽 gπ耀 remains 　the　same ，　and 　the　name 　of 伽 8  耀 is

　
“ Let’

s　make 　a　dear’皆 さん
， 選手 は 交代 しま したが ，試合 は続行 で す 。 肝心 なの は

“
取

　引 を まとめ る こ と
”

で す 。 （Working　Girl）

91DEAS 　ARE 　OBJECTS ／COMMUNICATION 　IS　sENDING
・Curiosity　killed　the　cat ．好 奇心 は命取 り。 （The 　Nightmare　Before　Christmas）
・You　have　another 　idea．ア イ デ ァ が ある の

。 （Working　Girl）

101DEAS 　ARE 　FOOD
・
　This　stinles．こ れ は に お うぜ 。 （The　Lion　king）
・Meticulous　planning練 り に 練 っ て 。 （The　Lion　king）

11LOVE 　IS　A 　JOURNEY
・He　duinped　me 　Kevin　dumped 　me ．捨 て られ たの ， ケ ヴ ィ ン が 私 を捨 て たの よ 。 （Sweetest

　Thing）
・Here

，
　oh

，
　here　will　l　set　up 　my 　ever 　lasting　rest．僕 も君 と

一
緒 に 永遠 の 眠 りに 入 る 。

　（Ronleo　and 　Juliet）

12LOVE 　IS　MAGICILOVE 　IS　MADNESS
・1　was 　blind　with 　you．君 に

一
目ぼれ した ん だ 。 （The　Notebook）

・1’

m 　craay　about 　you．君に夢中 なんだ 。 （The 　Notebook）

13MORALITY 　IS　ACCOUNTING
・And 　now 　she 　repays 　me 　repays 　my 　kindness　by　walking 　out 　on 　me ？ 飼い 犬に手 をか まれ た

　も同然 だ 。 （Chocolat）

14ANGER 　IS　FIRE
・Gee ．　Will　Kosterman 影 ho’．課 長が 怒 る ぞ 。 （McQ ）

・Now 　they’re 　in　for　it．怒 りに 火 が つ い ち ま っ た ぞ 。 （The 　Lion　King）
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15 その 他 （英語 と 日本語で 異 なる メ タ フ ァ
ー）

・Keep　your 　temψer か っ か しな い で 。 （Alice　in　wonderland ） （英 語 　 IDEAS 　ARE 　FOOD
， 日

　本 語 ANGER 　IS　FIRE ）

　 上記の 例 の ように ， 学生は 映画か ら メ タ フ ァ
ー

表現 を抽出す る よ うに指 示 され て い たが ，

概念 メ タフ ァ
ー

に よ っ て 次 の よ うに 抽 出の 頻度が 異 な る こ とが わか る （表 2 参照）。 これ ら

の 原 因 と して は 以 下 の よ うな可 能性が 考え られ る 。

　 まず最 も多 く抽出 され た の は STATES 　ARE 　LOCATIONS とい う方向づ け の メ タ フ ァ
ー

で

あ っ た 。 お そ ら くこ の 種 の メ タ フ ァ
ーは 日英 語の 差 を越 えて 言語 の 基盤 にあ り， 日常 言語

に 頻出す る ため で あろ う。 次 に IDEAS 　ARE 　OBJECTS や LIFE　IS　A 　JOURNEY と い う概 念

メ タ フ ァ
ー

が 多 く取 り上 げ られ て い る 。 こ れ らは 概 念 メ タ フ ァ
ーの なか で 最 も体 系化 され

た メ タフ ァ
ー

で あ り学生 もそ うい っ た表現 に 気づ きや すか っ た と考 え られ る 。

　 また
，
LOVE 　IS　MAGIC

，
　 LOVE 　IS　MADNESS ，

　 LOVE 　IS　A　JOURNEY な ど愛 に 関す る メ

タ フ ァ
ー

が 多い の に対 し，TIME 　IS　MONEY 　
’

〈
）
　MORALITY 　IS　ACCOUNTING

，
　 ANGER 　IS

FIRE とい っ た メ タ フ ァ
ー

が少ない こ と も注 目に値 する 。 こ れは 学生 が 選ん だ映画の ジ ャ ン

ル に偏 りが あ り， 愛や 人 生 をテ
ー

マ に した ドラ マ 映画が 多か っ た と い うこ とが 影響 して い

る もの と思 わ れ る 。

表 2 抽 出 さ れた メ タ フ ァ
ー

の種 類

概念 メ タ フ ァ
ー

述 べ 数 概念 メ タ フ ァ
ー

述 べ 数

STATES 　ARE 　LOCATIONS 16 ALIFETIME 　IS　A　DAY 4

IDEAS 　ARE 　OBJECTS ／

COMMUNICATION 　IS　SENDING

12 LOVE 　IS　A 　JOURNEY 3

LIFE　IS　A 　JOURNEY 11IDEAS 　ARE 　FOOD 3

KNOWING 　IS　SEEING 8 ANGER 　IS　FIRE 2

LOVE 　IS　MAGIC ／

LOVE 　IS　MADNESS

7 TIME 　IS　MONEY 1

SEED 可G 　IS　TOUCHmG 6 THIKING 　IS　MOVING 1

LIFE　IS　A 　GAME 6 MORALITY 　IS　ACCOUNr 】NG 1

4．3 学生 が学 ん だ こ と

　 こ の タ ス ク を通 して 学生 が学 んだ こ とをま とめ る と以 下 の よ うに な る 。

（1）日常言語 の 基底 に 概念 メ タ フ ァ
ー

が あ る

（2）文化 に 固有 の 概念 メ タ フ ァ
ー と普遍的な概念メ タ フ ァ

ーが ある

（3）多 くの 概念メ タフ ァ
ーは体系的で ある

（4） 日本語 の 発想 と英語の 発想の 根底 に は共 通 点 と相違点が ある

　 さ ら に
， 付 随 的 に は

，
日英 語の 表現 の 豊 か さ

， 言葉 の 面 白 さや 日本 語 へ の 興味 ，思 考

力
・観察力

・
分析力 も学習 した と考 え られ る 。
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　こ の よ うに学 生は メ タ フ ァ
ー を通 して 日英語 の 発想の 違 い を観察 ・分 析 する こ とで

， 異

文化や 自文化 に つ い て 学習 した だ けで な く，異 文化理解 の 学習過程 で 結 果的 に 英語 の 技 能

も身に つ けた と思 わ れ る 。

5 結 論

　本稿は メ タフ ァ
ー を利用 した異文化学習の 可 能性 とそ の 実践 に つ い て 報告 した 。 最後に

今 回の 研究 は堀 （2006a，
b） の ポ ラ イ トネス を とお した英語教育の 報告 に 強い 影響 を受 け て

い る こ とを指摘 してお きた い
。 堀 は Brown ＆ Levinson （1978）の ポ ラ イ トネス 理論 に依拠

し ， 英語表現をポラ イ トネス の 観点か ら分析す る こ とで 日英 語の 言語行動の 違 い に 気 づ か

せ る と い う試み で あ っ た 。 筆者 らは こ うい っ た ア プ ロ ーチ はポ ラ イ トネ ス 以外 に も広 く言

語 の 多様 な側面 に 着 目 させ る こ とで 拡張で きる と考 え ， 今 回 は メ タ フ ァ
ー

表現か ら 日英語

の 発想の 違 い を意識 させ る こ とを試み た。

　 こ うい っ た方法論 は他 に もジ ェ ン ダー
に よ っ て 雑誌や 広告 に現 れ た 文化 的差異 に 気づ か

せ る， ナ ラ テ ィ ブの 構造 に よ っ て 民 話や 物語 ， さ ら に ア カ デ ミ ッ クな 文章を分析 す る とい

っ た応用の 可能性 が 開か れ て い る 。 そ うい っ た 意味で 今 回の 実践 は異 文化理解を射程 に入

れ た新 し い 英語教 育の プ ロ ジ ェ ク トの
一

環 に位 置づ ける こ とが で きる 。 今 後 さ らに こ うい

っ た分 野の 開拓が 進 み ， 英 語技 能 だ けで な く高い 学術性
・
専 門性 を兼 ね備 え た学 生 を育成

す る よ うな教授法が 開発 され て い くこ と を期待 した い
。
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NSX1

ChapterVEf.-i?e5,77t- pmJ

1TIMEISMONEY ･Thatmistakecostmealotoftime.

･Docomputershelpussavetime?

2THIKINGISMOVING 'HealwaysJ'umPstoconclusions,

'ThelecturerwentstepbysteP.

3TIMEISSPACE
STATESARELOCATIONS

･Myassignmentisoverdue,

･Iaminabadmoodtoday.

4KNOWINGISSEEING ･HisideasareprettytransParent.

･Youneedtoctaripyourmainpointinthisessaybetter.

5SEEINGISTOUCHING .Hereyescametorestonthechocolatecake.

-Thechildren'seyesweregl"edtothetelevisionset.

6LIFEISA30URNEY "We'11crossthatbridgewhenwecometoit.

'Itshouldbesmoothsailingfromhereonout,

7ALIFETIMEISADAY ･Themanisenteringhistwitightyears.

8LIFEISAGAME ･Heisarealloser.

'Hedidn'tevengettofirstbtzsewnhhisargument.

9IDEASAREOBJECTS;
COMMUNICATIONISSENDING

'Shestotemyidea,

'Putmoremeaningintoyoursentences.

10IDEASAREFOOD ･Shegavetimeforthethoughttobediested.

-WhocookeduPthewildplan?

11AZONEOFINTERACTION tThelightsareout.

'Thestarsareout.

12LOVEISAJOURNEY ･Theirrelationshipisonadead-endstreet.

･MygirlfriendandIhavearrivedatacrossroatls,

13LOVEISMAGIC;
LOVEISMADNESS

･Sheischarming.

'Iamcrczayabouther.

14MORALITYISACCOUNTING 'HowcanIeverrePayyou?

･Iamdeeplyindebtedtoyou.

15ANGERISFIRE;
THEBODYISTHECONATINER

FORTHEEMOTIONS

'HeburnsmeuP.

･SheisfutJofanger.

16ANGERISANOPPONENT;ANGER
ISADANGEROUSANIMAL

'Hewasstrtcgglingwithhisanger

'Heroaredinanger.

17NEGOTIATIONSAREAJOURNEY;
INTERNATIONALRELATIONS
AREHUMANRELATIONS

･USiswaJkingatightroPe,

'JapanandAmericaareimportanttradingPartners.

18NATIONISAPATIENT

NATIONISAVEHICLE

･Theynursethecountrybacktohealth,

･ThePresidentsteeredthecountryawayfromdanger.

19VICTORIESAREOBJECTS

VICTORYISUP

･Ichirobags3ulMVP,

'Giantsctimbintolstplace.

20SPORTSAREJOURNEYS
SPORTSAREWAR

･Theroadtothesuperbowl

JYankeesgundownGiants
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